









〈 気を利治、す開“気が逸れる 気を逸らす"“気が鍍ける 気を抜<.“気が回る
気を回す"“気が休まる 気を休める"“気が緩む気を緩める!などがある.今回考
察の対象kした"気が諌める"“気を採む"もこのカテゴリーに属することになる.






























@ I学研固路大辞典 第二版J(金図ー春彦池図弥三郎編学習研究祉 1995) 
《句〉早< (何とか)しなければならないという気持ちでいらいらする.I織犯
という恐ろしい縄が、首に懸りかけてるのに、どんな剛胞な人物でも、 めない












































































































































































































































































































































































































































































合も比般的多い。これらと類似するものとして“「 かJ+と(骨)開 H かと(@)"





(軍噛)"“ から(唖泡)"“ だから(@)"" と(⑮)"が、修助関の「でjを使用































































「ダレダレは+ (A) + (B) +--.J 
Aには“r...J+と"のように引用文会磁文心中文などと絡助飼の「と」が使飼
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